
Conradの scope限 定 と詩

- TheShadowLi咋βにおける-

東 義 郎

rヽ~I.

Conradは1910年に UnderWesternEyesを完成したが,以後の創作は衰退

の一途をたどる｡24年病理するまでに彼は更に長篇7(中1つは未完),短篇9

を出したが,そのどれも前期,中期の水準に遠く及ばないものである｡ しかし
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17年作の TheShadowLineのみは例外であって, これは単に後期の代表作

であるのみならず,彼の全作品の中でも最高の位置を占めるものの一つである

と思われる｡その成功の原因として,われわれは二つを挙げ得るが,第-はこ
(2)

の作品では,彼の scope即ち視野が他の作に比して限定されていること.第二

は海の詩人としての Conradの真価が発揮されていることである0

I. 71heShadowLilW の位置

Conradは英国の小説史では,Bennett,Wells,Galsworthy等と並び立つ,

主要な作家の-人であると一般にみなされている. しかしその小説は彼等のそ

れとは大分趣を異にするものである｡彼は海や東印度をその最上の作品の舞台

としたはかりでなく,その手法は勿論.その精神においても根本的に彼等と異

っている｡Conradにはこの三人に多少ともみられる唯物主義的傾向は全然な

かった｡彼は物質的進歩には殆ど無関心であり,流行の思想にも興味を持たな

かった｡彼が小説によって書かんとしたものは,人間と自然の戦いであった｡

作家としての彼の活動は.その小説において使用した舞台や背景より三期に

分けることが出来る｡ 各時期の作品の一般的特徴を次に述べることとする｡

前期では彼は船乗りとして経験 した世界に材料を求め,かなりすぐれ た 作 品
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が相次いで生れた｡力と微妙の組合せ,詩的情熱,背景と文体の魅力一 これら

は独得のものであり. Conad は主に前期の作品によって文学史に名を残すこ

とになるであろうと思われる｡この期の文体に大きな影響を与えているものは,
(3)

彼がそれまで直接仕えて来た,大いなる,人間の拘束を許さない自然である｡

｢東洋の呪文のような｣音楽的 リズム,力強い自然的感情の韻律は随所に現わ
(4)

れる｡前期の半ばになると, この押情的衝動は完全に自由であり,しかも芸術

的に統制されるようになる｡

中期は1904年から始まり1912年で終るが,彼の円熟した創作力が発揮された

時期である.作品の舞台は南米,ロシア,スイス,ロンドン等であって.海や

森は殆ど描かれない｡出来るだけ事物を明確に表現せんとする,幾分皮肉な芸

術家としての彼が示され.前期における拝情的脈動は全く止み,重々しく確か

な文章の1)ズムが感 じられる9

後期になると彼は再び前期の世界に惰る｡ 東洋の海や森が表現されるが,節

期で扱わなかった.英国に彼が来る以前の, フランスやスペインにおける経験

からも板材している｡ この期のものは彼の概 して不得意とする男女間の愛を正

面から取上げることが多いことにもよるであろうが.文体は散漫で不正確な蓑
(5)

現も目立ち.且つ厳 しい彼の主題から空想的ロマンスの世界に逃れんとする傾

向が見られる｡

TheShadow Lineは先にも述べた如く.後期に属すものであるが,作品全

体の中においてその占める位置を明かにするためには,少くとも他の二,三の

代表的作品について説明をなす必要がある. そこで以下において Heartof

Darkness,LoT･dJim,Nostromoの三作を少しく論ずることにする.

(1) HeartofDarkness(1899)

ArthurSymons.は云 う, ｢Conrad は不可思議な一種の催眠術によって寄

怪な未知の世界を創 り出した｡彼は自らの織った世界の隅に恐しい蜘蚊のよう

にかくれ.たこのように闇の中に手を伸ばす｡ その蜘妹の巣の中心には偉大な

ironyが座っていて,人事を冷酷に皮肉に微笑しながら牡評し,その背後には
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陰険な魔神が うず くまっていて,自ら慰むために悪を生み出している｡｣ ､
(6)

Symonsの言葉はかなり誇張的であり.又 Conradの作品の凡てに適用され

るものでもないが,Conradには疑いもなく,かかる批評を招く面があったので

あって,この短篇,HeartofDarknessはその代表的作品である｡

既に述べたように,彼が真剣な努力を傾けた作品の殆ど凡ての主題は, 自然

と人間との戦いであったが,その自然は人間に敵意を抱く自然であり,彼には

悪の象徴と感じられたものであるが,それは又人間の内部にひそんでいるもの

即ち人間性の自然でもあった｡ そしてその戦いは始めから人間に勝算のない,

悲劇的な戦いである｡彼の目的としたものは海やジャング/レの冒険談ではなく

彼自身語るところによると.海以上に広い人間界の大洋であった｡彼が発見し,

熱中し,表現やんとしたのほ,人間の悲劇,生の不均衡な戦いであり･その世

界は善が悪にのみこまれる救いのない世界である｡

彼のかかる悲観主義の原因として,われわれは直ちに幾つかのものを挙げ得

る,即ち,ロシア圧政下のポ-ランドに生れ,両親を革命運動のために失った

特殊な生い立ち,船乗りとして安全性が汽船よりも少い帆解で何度も大洋を渡

った経験,コンゴ地方探険以来マラリア性痛風に最後まで悩まされたこと等々

であるが, これらは凡て推測を出ず,又彼の pessimism の因を探ることはこ

の小論の意図とすることでもない｡

HeartofDarknesSは自伝的な作品で, (彼のすぐれた作品の多くがそう

であるが)少年時代より憧れていたコンゴ地方の探険を実現するため アフリカ

大陸開発会社に雇われ,奥地の河を航行する小汽船の船長として任地に赴き,

三年間の服務の後病を得て帰国したが, (これは非常な幸運というべきであっ

て,当時コyゴ地方に出かけた白人の殆どは生きて戻らなかった)その時の印

象経験に基いて書いたものである｡ 主人物も実在した人間を摸し,Conrad自

身 Marlow なる人物として萱場する｡

主人公の Kurzは会社の代理人だが,ヨ-ロッパ人がコンゴで進歩という名

で呼んでいる無益,堕落,恐怖の凡てのシムポ/レである. 貧慾と残酷,裏切 り

によって,原住民を食い物にすること, それが白人によって準歩と呼ばれてい
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るのだ｡この暗黒の大陸に入って行く Marlow は何度となく,Kurzの名があ

る時はその勇気と智恵に対する崇拝的口調で, ある時は激しい嫉妬と憎 しみの

こもった響きを以て人々によって語られるのを聞いた｡ 周囲の俗物共に反感を

覚えた Marlow は.この Kurzに何となく親近感を抱き,会 うことを熱望す

る｡しかし Marlow が闇の奥に入って行くにつれて, ある疑惑が度々と強ま

って来る｡Kurzの不気味な, 非人間的なところが少しづつ伏めかされて来る

のだ｡そして遂にはこの冒険的商人は, ぞっとするような超人間的怪物となり,

敵意ある自然と全く同質のものとなる｡かくしてこの人間の暗さと不思議さは

その土地の野蛮と神秘に調和し,共に恐怖の雰囲気を盛り上げる｡

この驚くべき効果は用心深い計算によってもたらされたもので.種々な暗示

や挿話的事件,及び巧みなイメジの結合によって累積的に強められる.ただ人物

描写は不十分であって.Kurzは自然との戦いに敗れた一種の理想家なのか,

それとも単なる偽善的利益追求者なのか不明僚であり,又Marlow自身もKurz

を如何に見るべきか迷っているので,全体的印象は暖味で悪夢のようである｡

それにしても物すごいエネ)Vギ-に満ちたジャングルのイメジや壮大な森の緑

のカーテンの中に閉ざされた上流の描写は忘れ難いものである｡

店)LordJim(1900)

自然との戦いで多くの者は敗れる｡人間は唯,fidelty,courage,patience等

の人間的徳によっ自然に勝つことが出来るが,かかる徳が実践されるためには,

適当な諸条件の組合わせを必要とするのだ｡ Conrad はこのような人生観を抱
(7)

いていたが.彼の興味は専ら人間の敗北にあり,人間の弱さを分析することに

あった｡そこで彼の小説では人間をその弱点に致命的な環境と戦わせる｡ 彼の

心理は彼の遺徳的想像の僕なのだ.LordJimは彼のその興味を最もよく示す

作品である｡

主人公の Jim は-汽船の高級船員であるが, ある悪魔的な環境の力,つま

り自然との戦いに負けて,彼の船が何かに衝突した時.無意識的に他の卑怯な

解員等と共に船を棄て,船客を置き去 りにする｡彼は深く自分の行為を恥じ,
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この事件が噂に上る場所を逃れて東洋の港から港へと転々する｡遂には白人の

一人も居ないマレーの土人達の間に入って生活し,彼等の尊敬を受けるように

なるが,そこでも又彼の性質に致命的な事件が起って,そのために最後を遂げ

る物語である｡

LordJim は ModernLibrary版では約400頁の長篇であるが,その形式は

非常に複雑,しかも巧妙を塩めており,Chance(1912)と共にConradの最も

複雑な手法を示すものである｡

彼は人間の複雑性.変幻自在性を重視するが,小説家としての彼の問題は人

間の全体を捉えることであった｡一人の人間を描く場合,その人間を見つめる

レンズの完全な焦点を発見することが必要なのだが,その焦点は複雑な人間に

あっては絶えず移動し,又それは決して一つだけではない, と彼は考える｡作

中の主人物についての事実は彼を砺巻 く凡ての人々の事実と結びついているの

だから･様々年人物が呼び出され.それぞれの立場から主人物に光を投ずるこ

とになる.多くの人々の観点を利用しつつ, しかも作品に統一を与えることp

この間題が生じて来るが,Conradはそれを説話者 Marlowを小説中に引入れ

て解決した｡LordJim以前の作品では中心点がぼやけて来る傾向があったが

Marlow は色々な角度から見たものを綜合する役割を担っているのである｡

LordJim では形式上更に注意すべきことがある｡それは時の正しい順序を

適わずに物語を進める方法である｡概 して彼は人物を先ず読者に強い印象を与

えるような方法で描き.それから物語をクライマックスに導く劇的な現在を述

べる前に,過去へとさかのぼる傾向があった｡ しかし以前の作ではこの方法は

時に単なる挿入の感を与え. あるいは又あたかも物語がひとり先走って,作者
●

は元に戻って話しを語り直さねはならぬかのようでもあった.ところが Lord

Jim では中々うまくこの方法が用いられている.正しい時のl掛こ従って述べら

れる小説のそれぞれの章を A,B,C,D,E,ど,G,H,Ⅰ,∫,K,L,M,N,0,

P,Q,R,S,T,U,V,W,Ⅹ,Y,Z,とすれば.この作品の各 章は,KLMP,

WA,E,B,E,E,H,GD,HJ,FE,E,F,F,F,FK,Ⅰ,Ⅰ,R,I,KL,MN,

N,Q,gpo,OP,P,QP,P,P,P,QP,P,P,Q,Q,Q,R,ZV,YX,S,S,
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S,TY,U,U,U,WXYとなる○
(8)
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これは先に述べた各方面から対象に光りを投ずる方法と同じよう.に Conrad

の生に対する激しい興味や彼自身の船乗りとしての経験より自然的に得た方法

であり,効果的に語らんとする方法の一つなのだが,それだけでなく,人間性は

捉え難く複雑であるという観念を背後にひかえていることは否定出来ない｡対

象を明るい,新 しい遠近法によって捉えるために,カメラを時の前後に動かすの

だ｡人物のJbの奥にまで読者を導くために彼はこのような方法を用いたのであ

り,様々な感情の交錯,野心と本能の継ぎ剥 ぎ細工,現在における過去 ,魂の動揺

せる戦い等を表現するには,従来の伝統的小説の方法では不十分と感じたのだ｡

彼は実に休むことを知らぬ小説形式上の実験家であって,深く方法に心を奪

われ,不断に芸術的完全を追求していた. ｢HenryJamesや Conrad 等の余

りに芸術的に厳 しい雰囲気から恐れをなして退散した｣とは Wells自身の言葉
(9)

である｡ところでわれわれの当面の問題は,彼の複雑巧妙な方法によって得ら

れた結果如何の問題である.LordJim の作品効果は果して十分満足すべきも

のであるか.答は否である.HeartofDarknessの場合と同じく,主人物Jim

の人間は最後まで影のように漠として生きた人間として感じられぬ｡唯 Kurz

と異って Jim は romanticな謡に包まれていることが,この作を大衆的なも

のにしている｡作者は凡ゆる努力を払ってJimを外面から理解し.その内部に

まで適って行こうとしているが,その努力も遂に徒労であった, という不満な

印象をわれわれに残す｡ー理解していない人間を描こうとした作者のそもそもの

出発点が問題なのではないかという疑問すら抱かせる｡

｢′J＼説の一般的効果は生が人間に与える一般的効果ではなくてはならぬ｡生

は語らず,唯われわれの頭に印象を残すだけだ｡∫Conradはこのように考え
(10)

ていた｡小説において生きた人間を一般的に云って彼が書けなかった所以であ

る｡Jim の最後の場面は,自らに満足し,生涯の恥をすすいで死んで行く,と
ヨili16
いう英雄的光輝を帯びているが,これは Nostromoの最後と同様,Conradが

自らの pessimisticな人生観に安住出来なかったことを暗示 し,彼のテ-マが

禁じた明るさへの憧債を示すと思われるq Lかしそれは我々を納得させるカを
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持たず,決して作品の効果を強め.統一するものではない｡この作品でわれわ

れを感動させるものは,やはり背景的自然の描写であり,印象派の画を見るよ

うな美しいイメジであるO
(12)

(扮 Nostromo(1904)

F.M.Fordによると Conradは小説を書くことを海以上に憎んだのであっ

た.これは幾分は Conradが外国の言葉で,即ちポーラ ンド人たる彼が20才を
(13)

過ぎてから覚え,常に慣用語法においては些細な誤 りを犯す傾向があり.下手

に発音し,しばしはアクセントを間違えた英語 で書いたことにもよるであろう

が. それ以上に彼の主題がその第一の因であろう｡ 彼の主題が Galsworthy,

Bennett,Wells等の経験 したことのない困難をもたらしたのだ｡そして彼の芸

術家としての其撃な態度がその困車を更に増大する｡

彼は TheNiggeroftheǸam'ssus'(1897)につけた序文の中で彼の意図

を明かにし,彼の為さんとする仕事は書かれた語の力によって読者に聞かせ,

感じさせ. そして何よりも見させることである｡と言っているが.これは彼の

他の凡ての小説に当てはまる言葉である｡ 彼は自らのこの言葉に飽くまでも忠

実であった｡ 彼の小説理論には Maupassantや Flaubertの影響が うかがわれ

るが, ｢小説家は芸術上の凡ゆる手原を用いて表現しなければならぬ｡その作

品は絵画の輝く色合いと,彫刻の立体性と堅固さ.音楽のリズムとノ､ -モニー

を備えていなくてはならぬ｡｣と彼は考えた｡ それにしても彼の芸術は時とし

て余 りに意識的であって,却って効果を損 うことがある｡Nostromoは彼の最

も苦心した作品だが,その苦しい彼の努力が読む者の心に伝って来るようだ｡

Nostromoは革命騒ぎに明け暮れる南米の-共和国の銀鉱が,これは物質的

幸福のシムポJt,なのだが,人々を堕落させ,遂には最も立派な Nostromoとい

う男までも征服する物語である｡

これは彼の創作力が最高に発揮され,多種多様な人物,事件を通して主題が

見事に展開されてゆく,壮大な交響楽ともいうべき作品である｡特に舞台とな

る共和国は強い現実感をわれわれに与えるPLかしこの作品は LordJim ほど
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ではないが中々に複雑な形式と精微綿密な文体によって読者に非常な努力を要

求し.余程の Conradの小説愛好家でなければ,読み通すことは困難であろう｡

Dent版では約560頁であるが.面白くなって来るのほその半ばを過ぎる頃から

である｡又人物は他のどの作品よりも多種多様であるが,殆ど凡て内面的輝き

を欠き.Nostromo ですら外面的な描写は鮮かだが,その魂は生きていない｡
(14)

作品の全体的効果も読む者の努力に十分報いるとは言い難い｡ ｢しかもなお人
(15)

生は生きるに価す｣とい う生命的な喜びをわれわれに与えない｡われわれを深

く感動させるものを仮に詩と呼ぶならは.この詩がないのだ.
(16)

II.TheShadozcLineにおける SCOpe限定と詩

自伝的長篇,TheShadow Lineでは Conradは scopeを海における過去

の経験に.行動によって完全に処理される問題に限定して居 り.又彼の最も愛

すべき,明るい海の詩人としての一面が示され,他の作品にみられる瞳々の欠

陥を免れている｡これは前期の短篇,Youth(1898)の場合と全く同じである.
(17)

ShadowLine とは影の線の意味だが,ここでは初期の青年時代と後期の人

間的成熟に近ずいた青年時代との中間の時期を表わす｡ 初期においては人は輝

かしい希望で満たされていが,やがて理由のない不満と退屈に悩まされるよう

になる｡ しかしそれに続く様々な試練を経て人は成長して行くのだ｡

主要人物は説話者である青年 (始めは-汽船の一等運転士であるが,後に帆

船の船長となる),その帆船の一等運転士,Burns, それにコックの Ransam こ

の三人である.時は汽船が帆船に代りつ ゝあった時代,所はシンガポール港,

次いでバ ンコック,シャム湾.最後に又シンガポール港に戻る｡

物語は一人称で語られ.単純な.回想の形式をとる｡

語 り手は船主がアラビア人でシ ソガポ-JL,港に所属する汽船の一等運転士で

あるが,ある朝目覚めるや,それまで何一つ不満のかなった生活に突然いや気

がさし.船長や仲間の止める手を振切って.英国に戻るために18ケ月暮した船

を下 りる｡海員宿泊所で船を侍っている中に,港の事務所から出頭命令があり,

行ってみると.パ ンコァクに着いている英国帆船の船長が病死したので,その



'' ■L~●-: ∴ ■･~L｢てL;:'Jl:辛

61

後任となることを港務部長から望まれる｡ これは誠に思いがけない幸運であっ

て,彼の空虚な気分は一掃され,勇渡してその夜-汽船に乗ってバンゴックに

向う｡遂に自分の船を見,Burnsと会う｡用船契約その他の繁雑な陸上の事務

的な仕事のために何日も河の上に留っている中に.次々と船員が熱病にかかる｡

漸く河を下り,シャム湾に出るが今度は恐しい凪に遭 う｡又熱病が起るが.彼

とコックの Ransam だけが免れる｡ Burnsは掛こ就いているが,その凪は前

船長の呪いのせいだと云う｡前の船長は死ぬかなり前から発狂していて書夜ひ

っきりなしにヴァイオ])ソを弾いたり,理由もなく何日も船を洋上に漂わせた

りする老人で,船と人とを呪って死て,Bumsによってシャム湾の入口に沈め

られたのであった｡

ある日彼はキニ-ネの入っている筈の五本の瓶の中,四本まで砂がつまって

いるのを発見して仰天する｡それは前船長の仕業であるが,出航前によく調べ

なかった彼の責任である｡彼は書夜を分かたず甲板に出て風を侍つ｡水夫達は

手足のバネを失い,亡霊のように力無く頼りないが.命令を受けると厭わずに

働く｡余りに静かなので彼は時々船を浮ぶ墓場と感ずる｡二週間後漸く暗い雲が

現れ,風雨が出る｡回復した Burnsと Ransam と三人だけで船を操って三週

間目にシソガポ-/I,港に入る｡

この作品の形式は彼の諸作に比して甚だ単純でもあるが, それは彼自身の経

験を扱い,又人物をよく理解していたためで.複雑な方法を用いる必要がなか

ったからであると思われる｡Burnsは感情的,Ransamは理性的な人間としてう
(18)

まく描かれており,物語の調子ものびやかであって,読者に耳を傾けさせる力

を持っているO作品の効果としては,凪,光り,闇のイメジが圧倒的であるが,

それらのイメ57-に貫入し,且つ統二を与えているのは帆船のイメジであり,港

の詩である｡

先ず凪,光り,闇のイメジの例を挙げよう｡

(1) Thesparkleoftheseafilledmyeyes. Itwasgorgeousandbarren,

monotonousandwithouthopeundertheemptycurveofthesky.The

sailshungmotionlessandslack,the very folds oftheir sagging
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surfacesmovednomorethancurvedgranite
(19)

(海のきらきらした光りが私の眼の中いっぱいに鉱がって行った｡ それは空

虚な曲線を描く大空の下,華麗で退屈,変化のない,希望のない姿を見せて

いた｡帆はだらりと動きなく垂れ,そのひださえ刻まれた花尚岩のように動

かなかった｡)

⑧ A greatover-heatedstillnessenvelopedtheshipand seemedtohold

hermotionlessinaflam ingambiencecomposedintwoshadesofblue.
(20)

(大いなる過熱した静寂が船を包み,燃えるような二色の青の中に動けなく

するようだ｡)

(紛 As一IemergedondecktheorderedarrangementofthestaLrSmeets

myeye,untlouded,infinitelywearisome.Therethey are:staLrS,SUIT,

sea,light,darkness,space,greatwaters,theformidableworkofthe

SevenDays,intowhichmankindseemstohaveblunderedunbidden
('21)

(甲板に出ると雲一つない空の整然とならべられた,無限に退屈な星が眼に

入って来る｡ 在るものは唯,星と太陽,港,光り,闇,空間,大きな水の広

がりだけであり.神が最初に創った恐るべきものだけであって,人間は招か

れもしないのにその中に迷い込んで行ったようだ｡)

(4) Theimpenetrableblacknessbesettheship soclosethatitseemed

thatbythrustingone'Shand over thesideonecould touch some

unearthlysubstance. Therewasinitaneffectofinconceivableterror

andofinexpressiblemystery.--Tolookroundtheshipwastolook

intoabottomless,blackpit.Theeyelostistelfininconceivobledepth.
(22)

(船を包んだ闇は余 りに暗く,舷側から手を突き出すと何か不気味な物質に

さわるのではないかと思われる程であった｡ それは想像も及ばぬ恐怖と表現

を絶する神秘感を与えた｡ -･-船のまわりを見つめることは底無しの闇の穴

を覗くようなもので,眼は想像も及ばぬ深みの中に迷い込む｡)

感覚的に類似したイメジ.あるいは対照的なイメジを幾つも重ねて,そのイ
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メジが相互に補足拡充し合い.あるいは相互に作用し合って.全体の雰囲気を

よく伝えている｡ これが Conradの散文の一つの特色であって,彼が名詞と形
(23)

褒詞を多く使用するのはこのためである｡

次に帆船に関するイメジの例を挙げよう｡

(5) A ship!Myship!Shewasmine,moreabsolutelymineforpossession

andcarethan anythingintheworld;an objectofreponsibiltyand

devotion.Shewastherewaitingforme,spellbound,unabletomove,

tolive,togetintotheworld(tillIcame),likeanenchantedprincess.

Hercallhadcometomeasiffrom theclouds.Ididn'tknow how

shelooked,Ihadbarelyheardhername,andyetwewereindissolubly

unitedfora-certainportionofourfuture,tosinkorswim together.

Asuddenpassionofanxiousimpatiencerushedthroughmyveinsand

gavemesuchasenseoftheintensityofexistenceasIhaveneverfelt

beforeorsince.Idiscoveredhow muchofaseamanIwas,in heart,

inmind,andasitwere,physically,- aman exclusivelyofseaand

ships;theseatheonlyworldthatcountedandtheshipsthetestof

manliness,oftemperament,ofcourageandfidelity- andoflove.
(24)

(船 !私の船 !それは私のもの,世界の他のどんなものよりも完全に私に

属するもので,それを私が所有し.世話するのだ｡それは義務と献身的奉仕

の対象なのだ｡それは魔法にかかった王女のように, (私が行くまで)動く

ことも.生きることも,世の中に出て行くことも出来ず,私を待っているの

だ｡ その呼声はあたかも雲の上からのように聞えて来た｡私はそれがどんな

様子をしているかも知らない｡名前を聞いただけなのだ｡しかし私達は将来の

一定期間しっかりと結ばれ,進むのも沈むのも一緒なのだ｡

不意にじっとして居れない熱い血が血管を駆け回り.以前にも以後にもな

かった程,生を強烈に意識させたo私は今にして自分がどれほど船乗りに通

わしい感情.精神,体を持っているかを知った｡私は海と船だけに属す人間

なのだ｡海は価値ある唯一つの世界で,船は男らしさを試し.気質を,勇気
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を誠実さを,そして愛情を試すものなのだ｡)

これは船長に任命されたばかりの語 り手が思いがけぬ喜びに酔っていると

ころである｡次の例と同様,久しく聞かれなかった Conradの拝情的リズム

の再現である｡

¢) Atthefirstglanceisawthatshewasahighclassvessel,aharmoni-

OuscreatureinthetitlesOfherfirleb〇わ,illtheproportionedtatlness

ofherspars.Wh ateverherageandherhistory,shewasoneofthose

craftthat,invirtueoftheirdesignandcompletefinish,willneverlook

old.Amongsthercompanionsmooredtothebank,andallbiggerthan

herself,Shelookedlikeacreatureofhighbreed-an arabsteedina

stringofcarthorses.････..Shewaslikesomerarewomen,Shewasone

ofthosecreaturewhosemereexistenceisenough to awaken an

unselfishdelight. Onefeelsthatitisgoodtobein theworldin

whichshehaslュerbeing.
(25)

(一目で私はそれが高貴な階級に属すものであることを知った｡美しい外形

線と高い帆柱を持った調和のとれた船なのであった｡それは年齢が何才にな

ろうと,過去の経歴がどんなものであろうと,設計と完壁な仕上げの為に,

決して老いぼれては見えない船の一つなのだ｡岸に繋がれたもっと大きな仲

間の間では,高貴の生れの如くに見え,駄馬の一隊にまじったアラビア馬の

ようだった｡･--それはこの世にまれにしか存在しない婦人のようだった｡

唯存在するだけで人の心に没我的な喜びを呼び起す,そういうものの一つな

のだ｡それは同じ世界に生きることの喜びを人に感じさせる｡)

これは語り手がバンコックで始めて自分の帆船と対面するところである｡帆

船を駄馬にまじったアラビア馬に,又頼まれな美女にたとえて熱情を吐露して

いるのだが.それは彼が概 して男女間の愛を描くことに拙かったことの.又こ

の作品に女性が一人も登場しないことの埋合わせを為しているようだ0

ところで闇の夜となると.帆船は専ら羅針盤と舵輸.それに舵手のイメジに
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よって代表されているが.次の例が示すように,･･人間の意志が運命を作るとい

う象徴的な含みを持っている｡

m Theonlyspotoflightintheshipatnightwasthatofcompassllamps,

lightingup血efacesof血esucceedinghelmsmen;fortherestwewere

lostin thedarkness,Iwalkingthepoopandthemen lyingaboutthe

deck.
(26)

(夜の船内の唯一の明るい場所は,羅針盤のランプに照される所であって.

その光りは交代で現われる舵手の顔を照らすのであった｡私は船尾楼甲板を

歩き,水天達はデッキのあちこちに横たわっていたが,われわれは皆闇の中

にのみこまれていた｡)

㊨ Iraisedmyvoicenotmuchaboveawhisper,and,noiselessly,an

uncomplainingspiritinafever-wastedbodyappearedinthelightaft,

theheadwithholloweyesilluminatedagainsttheblacknesswhichhad

swallowedupourworld-andtheuniverse.Theba一edforearmextend_

edovertheupperspokesseemedtoshinewithalightofitsown.
(27)

(私は喋くような声で云ったのだが.熱病に食い荒らされた肉体に包まれた,

不平を云わぬ魂が,音もなく船尾の光りの中に現われ,眼の落ちくぼんだ顔

が,世界を,宇宙をのみこんだ闇の中に, くっきりと照らし出された｡舵輪

の坂手の上に伸ばされたその裸かの前腕は,自らの光りで輝くようだ｡)

Conradの文学の一つの特性は,よく云われることだが.romanceとreal･

ism の融合である｡そして彼の場合,その realism を支えるものは ironic

な精神であると云うことが出来よう｡ 何となれば後期においてはは彼のirony

は姿を消し.romanceはrealismから離れているからである. TheShadow
(28)

Lineでは彼の ironicな物の見方.'表現の仕方が殆ど一貫して保たれていて

作品を引締め,他の多くの作品において示された.人間の犯す裏切り,臆病な

行為,善をのみこむ意等々の,過度とも思われる Conradの 意識は見られず,

彼の ironyはすぐれた humourに上昇することはあっても,cynicismに下
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降することはない｡かくしてそれは海の詩人たる Conradの力が十分に発揮

された作品となったが. これもscope限定の結果であると考えられる｡

彼の多くの小説にみられる対象への間接的接近,心理分析の微妙さ,そして

高度の知性と技巧は,われわれにHenryJamesの小説を思わせる｡Conrad

は Jamesと親しく交わり,疑いもなく,多少の影響は受けたのである｡しか

し彼の散文には Jamesのそれとは異って,海や船の. 又熱帯地方の自然の

詩がある｡彼の視覚は事物を非常なる想像的エネルギ-で捉えるので. それ

は単なる外面世界の美しい描写に終ることなく, i/ムポ/レにまで高められて

行く｡生の表面,地の表面を神秘的に霊化するのであり,それは不意に行動

や景色の輪廓の上に詩的な魅惑を投げかけ,未知の世界を夢幻的に暗示する

のだ｡彼の描き出す情景は多種多様であるが,海のイメジが中心的であり,

更にその海の中心には帆船があるのである｡われわれが芸術的迫力,詩的情

熱の点では幾分 Youthに劣るTheShadow Lineをとり上げたのは.この

作品が一般には余り知られていないこと,又全般的不振の後期にあって唯一

つ光った存在であることの為でもあるが,何よりもConradの帆船に対する

愛が最も明僚に示されているために他ならない｡

- 証 -

(1J彼は1886年から1910までに長篇7,短篇20を出した｡

(2)cf.OliverWamer:JosephCα乃ad (LouBW W ,1951),P.84.

DouglasHewitt:C仇rad,ASeassessmenE (払wesSIbwes,Camlm'dge,

1950),P.112.

AlbertJ.Guerard:Conradth占Novelist (HarvardUniw.Press,1958),
P.32.

(3)cf.A.S.Collins:EnglishLifeTlaELLreOfEkeTttmEieth Century(London,

1956),P.186.'

(4)cf.Hugh Whalpole:JosephConrad (London,1929),P･72･

(5)cf.ThomasMoser:JosephConrad,AchievementandDecline (Harvard

Univ.Press,1957),P.128.

(6)opcit.,ArthurSymons:NoEcsonJoscjhConradtLondon,192与),PP･7.鳩.
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(7)cf.WaiterAllenI.SixGreatNovelists (London,1955),P･170.

(8)cf.J.W.Beach:TheTweniieEhCenturyNweZ(Lordon,1932),P･363.

(9)jbid.,P.337.

(10)jbidリP.360.

(ll)Co町adは ｢物語の本質は核のように中にあるものではなく,外側から物語を包

んでいるものだ｣と云った｡cf.E.H.Viseak:TheMirrorofConrad(Werner

I.aurie,1955),P.101.

(12)cf.沢村寅二郎, ｢コンラ ッド｣ (研究社,晒9年),P.62.

(13)cf.Bead,P･339.

(14)Conrad自身 hTV,entionに対する適性を有しないことを告白したことがあったo

cf.RichardCurle･･JosezJiConradandhisCharaL:hers(Heineman,1957),

P.12.

(15) NosEromoの効果については Warner,P.104を参照せよ｡

(16)Conzad-の小説に見出される詩については,AlbertJ.Guerard,P.13を参照せ

よ｡

(17)cf.Hewitt,P.113.

(18)Wam erささ｢Conrad の複雑さはその無比の技術に示されているが,彼を不朽に

するものは単純性だ｣と云っている｡

cf.Wamer,P.180.

(19)Tauchnit2;坂では P･179･

(20)jbjd.,P･158･

(21)ibid.,P.192.

(22)ibid.,P･212.

(23)cf.東田千秋 ｢Nostromoの文章｣研究社,市河博士遺産祝賀論文集.晒21年｣.
PP.35-44.

(24)TheShadowLine,PP･80-81.

(25)jbid.IP.97･

(26)ibid.iP.192.

(27)ibid.,P.219.

(28)彼のironyについては詳しくは Moser:Conrad,AchievementandDeclineを

参唄せよ｡

(29)cf.Legouis& Cazami BLr):HistoryofEnglishLiter&ttlre (Dent,1957),

P.1334.
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